
《回答の選択肢》 

４：そう思う       ３：どちらかと言えばそう思う   
２：あまりそう思わない  １：そう思わない 
 
平均値のポイント…3.5 以上にみどり色     

 3.0 未満に （2.5 以下は赤で斜字）  

 

生徒理解に基づく積極的な生徒支援理解の充実を図り，安心して学べる環境作りを基盤に 

 
○新しい生活様式，ウイズコロナの考え方のもと，生徒が見通しをもって積極的に取り組める授業
の構築，自学を中心とした家庭学習の時間（量）と内容（質）の向上を図ります 

 ・ＩＣＴ教育の充実とＧＩＧＡスクール構想への対応に力を入れます。 
・授業改善を継続させ，わかる授業をめざします。 
・授業や定期テスト・小テストにつながる家庭学習になるよう自学ノートへの取組に力を入れます。 
・生徒の実態に応じたきめ細かな指導・支援を継続します。 

 
○自分のよさを意識し，自己肯定感，自己有用感を高められる諸活動の計画を考えます 
 ・「オリパラ教育」での今年度の成果を踏まえ，今後も共生社会の実現をめざし，ＳＤＧｓの視点を 

大切にして各活動を見直します。 
・ふるさと教育，人権教育にも力を入れ，「地域ボランティア活動」の充実を図ります。 

 ・「キャリアパスポート」の有効利用を考えながら，キャリア教育に力を入れます。 

コロナ禍…多くの行事や大会が中止や延

期，形を変えての開催となりました。まず

は，生徒や保護者のみなさんと我々教職員の

安全・安心を考えて取り組みましたが，その

影響はいろいろなところで出ています。た

だ，できることが限られた中で，新しい発想

で学校生活を見直すことができ，その視点を

生徒たちがもてたことは良かったことではな

いかと受け止めます。 

 

★〈コロナ対策について〉 

「感染症対策・学習保障等による支援事業」に

より必要なものは順次購入していきました。

ＰＴＡ会費「コロナ対策費」を使って，テン

トも購入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会委員会活動で 3密回避や手洗い，換

気を呼びかける活動も継続しました。まだし

ばらくは朝の検温や体調チェックも続けてい

くことになります。新しい生活様式，ウイズ

コロナの考え方のもとで学習や生活ができる

よう，今後もご協力よろしくお願いします。 

 

★〈学習について〉 

1学期の休校による学習の遅れは取り戻せ

ましたが， 学習形態や内容等の制限あり，

十分に学びを深められないこともありまし

た。ただ，生徒アンケートの 39，40の数値

は高く出ましたので，その結果に安心したと

ころです。今後も，ねらいの明確化・見通し

のもてる授業を常に意識し，授業改善を続け

ていきたいと思います。また，「学びを止め

ない」という観点から，家庭学習についても

充実を図っていきたいと思います。 

前回の「かすがね」第 10 号で，調査結果その１として「めざす生徒像」について結

果をお知らせしましたので，今回は「その２」として「自分のこと，お子さんのこと 

学校全般について」の結果をお知らせします。 

3学期に「学びの保障オンライン学習シス

テム」に参画し，保護者のみなさまにも，

ご協力いただきましたが，これから「ＧＩＧ

Ａスクール構想」による一人一台タブレッ

トを使った学習も始まりますので，これま

で以上にＩＣＴ教育の充実を図っていきま

す。メディアとの適切な付き合い方につい

ても，引き続き，ご家庭でしっかり話し合

っていただきたいと思います。 

 

★〈活動について〉 

29「行事」で大きな達成感があること

が分かり， 33「部活動」への取組も意識

が高く，コロナ禍においても充実した学校

生活だと感じている生徒が多くよかったと

思います。キャリアパスポートによる「目標

設定→目的意識をもちながらの実施→振り

返り」から，互いを肯定できる風土が高ま

ったと考えますが，30「自分にはよいと

ころがある」という項目の数値はまだまだ

低いので，自分の良さを意識できるような

声かけ，自己肯定感を高める活動を充実さ

せていきたいと考えています。 

 

 評価アンケートの自由記述欄に，保護者

の方から「こんな時だからこそ，小規模校

のメリットを生かしていけたらと思う」と

いうメッセージをいただきました。学習や

生活，活動の質の向上を考えながら，美都

中学校の強みを生かし，子どもたちの力の

育成を図っていけるような行事や活動にし

ていきたいと思います。 

 

 

  


